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B－37　　ナイロン＼りぎブう界面活性和の吸着

　　　　　共立々矢数政　0柏眼希介　糸柳令子

被　服　101

　目的　洗浄が茎厦理倚Lしご≒ナうIコン6 a,布I-対する陰・ ^ン系昂面活性糸d と4日才

ン糸迪性斉隔吃為挙動礼等温丿及着図を教あ? 熱力李的り

　方派　吸為平衡に追い杖厖､乙Ftイオン秀､活性剤とレ7 βP ,Sにっに7 13フズヽりヽ淮ざ

軟量分街（　非イ万ン糸活性剤とし？はが'オキシヱタレンノニ心フX ) -ルを用い7分

九分析レい等温吸着図を永める、

　馳果　15 P/S は形式釣ドぼランブミュ7 ー吸老式に一化うバ、単紬令軋面吸鴻ご七今い≫

それざれの奪温吸かお、今吸着心自由エノドレギー' .X､ンドコビー岑を計算レ乱

B－38　ス＼ヽツプド’フロー瓜|ごよる界面活性剤の最脱着に関-^る研鴉

　　　　広島大営杖歎^　Of 本栞

　　　　を支女文蒙瓦　　　田川芙島ヽ恥^渡辺昌

　回妁　活浄遇程ﾄご軸ﾅるよrごれ粒手々ヽらの蓼面活性剤の脱着に闇する動力営的研支を行

なうためにカーオでンブラッワに吸羞したﾄﾞ｀Ty)ﾚ誂酸ナ1- リウム( S DS )の脱雛濃度を

スト7プドツロー砥を用いて測更しすr r,報管した。ぶぶ^充でMデシル旅酸ナト')ウム

( SDeS ）釦よびテトラデ> )レ琉酸ナトリウム（S丁s）の力一ボ｀ンアラックからの祀皺

の速攻iL^をS DSの適冷い司様のがまで蚕｀めマ，SDSのi%粟と比較レ界面活性利の

定業it k 脱献遭麦え紅の関係? 鍼ぺた.

　方瓜　2本のま射器ど混なりﾚを畢いて，c m c以下の稜々凍え・界面活性劉を冷むカ

ー-irンデラ，ク，サスペンション（剔い/到を水で約μ）侑に希釈レその瞬間ヵヽらの比

仁4度の経時%.化を自記記募訂およｰびオシロスコープ｀で記rn.した。芙験はすべて2S "Cで行

なった。
　対粟　サスペンションの比伝導渡は希釈した瞬関々｀ら時間が経過するにつれて増欠に

5 DeS rn約3∂砂。sDsrば約卯捗，stsrは約/以）秒後に山j:i賑但に逢した。叱

離初期卜こあ。ヽてn脱敏遅程にI が反九式に従クが, 時間が経過すろにつ此で遂反応（吸着）

のrf^があらわれた。脱雛C友^数,^ 5 OeS で,jLiヽ2.．バ,ST5 rぼ7､4.i∂-^seど’‘（s

D s の脱離遠鬼足数は口Ｊ -/ secリヒなった。これよ･)半咸期を灸ぬるk s DeSでは

0､6 sec.　SDSでiな3 sec ,　5 T5でｄ ｔ ^se.り寄託。




